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【平成２１年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
これまでに、高感度 2 次元検出器の採用や本研究で開発した温度可変ステージを使って、市販の

X 線回折装置の性能を向上させ、実験室での両親媒性液晶ブロックコポリマー膜の GISAXS 測定

を可能にした。さらに、この装置開発により、配列構造の変化とスペクトルの同時観察を可能にし

た。その結果、大型計測装置（SOR 光）でなければ、検出できなかった超薄膜の配列構造のダイ

ナミックな変化を、研究室内でも詳細に観察できるようにした。これらの成果は、本研究の遂行に

とって順調な進展と評価される。 
 開発した装置（GISAXS）により、時間的・空間的制約なしにその場観察が可能となったので、

本題であるナノシリンダーアレイ配列構造の成長過程に関するダイナミクスの機構解明が進み、他

の研究機関にはない高い品質のテンプレートプロセスが開発されることが十分に期待される。 
 
【平成２３年度 検証結果】 
検証結果    研究代表者は、立体的なナノ構造を形成するための卓越したアイデアと技術を持ち、こ

れまで大きな実績を挙げている。本研究は、この構造形成および転写過程を計測するため

の装置の導入、即ち構造開発の支援研究とみなすことができる。導入した装置を用いて構

造の分析を行っており、ほぼ研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 
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